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在シドニー総領事通信 

 

第 50回 日豪両国を再開する 

 

 

 

令和３年（2021年）10月 14日 

 

シドニーの３か月半のロックダウンがようやく終わりました！本当に大変でし

たね。皆さんは最初に何をしましたか？私はいつも通っている床屋の予約がび

っしり埋まっていて、翌週半ばに何とか取れました。市内のレストランやお店も

徐々にオープンしています。数週間後のワクチン接種率 80％達成時、そして 12

月１日に、段階的に規制が更に緩和される予定です。コロナ後に向けての歩みが

いよいよ始まりました。 

 

日本も、ワクチン接種の進展などで、コロナ新規感染者数が劇的に減少していま

す。１日当たり新規感染者数は、東京で 100人以下、全国でも 1,000人以下の水

準で推移しています。これまでワクチンの展開をはじめ前線で尽力されてきた

皆様に、改めて敬意を表します。 

 

その間、政治が大きく動きました。NSW州では今月に入り、ベレジクリアン州首

相、バリラロ州副首相が相次いで辞任を表明し、後任者としてペロテー州首相と

トゥール州副首相がそれぞれ就任しました。 

 

日本でも、10 月４日に岸田文雄内閣総理大臣が就任しました。日豪テレビ会談

が早速行われ、所信表明演説で新政権の政策の方向性が打ち出されました。 

 

日豪両国は新たな体制の下で、コロナ後の再開をどのように進めていくのでし

ょうか。今回の総領事通信では、10 月に入ってからの新たな動きについてご報

告しながら、日豪両国の再開の道筋と今後の協力のあり方について、皆様と一緒

に考えていきたいと思います。 
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ペロテーNSW州首相のロックダウン解除初日の記者会見 

（2021年 10月 11日・ペロテー首相 Facebook） 

 

●ペロテーNSW州首相の就任 

 

10月１日、ベレジクリアン NSW州首相は記者会見に臨み、辞任を表明しました。

反汚職独立委員会（ICAC）が同首相に対する調査を行うとの発表を受けてのもの

です。ベレジクリアン州首相は 2016年の就任以来、近年の森林火災対応やコロ

ナ対策のみならず、経済分野をはじめ日本との緊密な協力関係を推進して大き

な実績を上げており、感謝しています。 

 

そして、自由党内の会合を経て、ペロテー財務大臣・副党首が後任の首相・自由

党党首、エアーズ雇用・投資・観光・西シドニー大臣が副党首で貿易・産業大臣

も兼任、キーン・エネルギー環境大臣が財務大臣兼任に就任しました。また、10

月３日にはバリラロ副首相も辞任を表明し、国民党内の会合を経て、トゥール地

方交通・道路大臣・副党首が後任の副首相・国民党党首、テイラー・メンタルヘ

ルス・地方青年・女性大臣が副党首に就任しました。 

 

ペロテー新首相は、コロナ規制について従来の枠組を踏襲しつつも更なる緩和

を発表するなど、経済と社会の再開を重視しています。海外からの入国者を７日

間在宅隔離するパイロット事業や、年内に 500 名の留学生を受け入れる準備も

進んでいます。豪州最大の国際都市シドニーを擁する NSW 州は、豪州全体が世

界に向けて再開するための取組を、最前線で着実に推進しています。 
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日豪首脳テレビ会談（2021年 10月５日、内閣広報室） 

 

●岸田内閣総理大臣の就任 

 

日本では、10 月４日の臨時国会で、岸田文雄自民党新総裁が内閣総理大臣に選

出されました。翌５日には、日米首脳電話会談に続き、日豪首脳テレビ会談が行

われました。 

 

会談ではモリソン首相から祝意が伝えられ、両首脳は「特別な戦略的パートナー

シップ」を一層発展させ、「自由で開かれたインド太平洋」の実現のために連携

していくことで一致しました。 

 

今後の日豪関係については、（１）安全保障・防衛分野と経済分野の協力推進、

（２）日米豪印を含む同盟国・同志国との連携深化、（３）気候変動などグロー

バルな課題についての協力推進を確認しました。岸田総理からは AUKUS 創設を

歓迎している旨述べ、両首脳は、東シナ海及び南シナ海での一方的な現状変更の

試みや経済的威圧に強く反対することで一致しました。 

 

岸田総理は 10月８日に所信表明演説を行いました。三つ目の重点政策として国

民を守り抜く外交・安全保障を掲げ、米国をはじめ、豪州、インド、ASEAN、欧

州などの同盟国・同志国と連携し、日米豪印も活用しながら、「自由で開かれた

インド太平洋」を力強く推進すると表明しました。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/a_o/ocn/au/page3_003131.html
https://www.kantei.go.jp/jp/100_kishida/statement/2021/1008shoshinhyomei.html
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第 58回日豪経済合同委員会会議 

（2021年 10月５日・日豪次世代リーダーズプログラム Twitter） 

 

●第 58回日豪経済合同委員会会議 

 

日豪首脳テレビ会談と同じ 10 月５日に、第 58 回日豪経済合同委員会会議が２

年振りにオンラインで開催されました。両委員長挨拶に続き、モリソン首相と山

上大使による両国政府代表挨拶、マーシャル首相による南豪州政府代表挨拶、テ

ハン貿易観光投資大臣による基調講演が行われました。 

 

会議では、（１）エネルギーの安定確保、（２）コロナ後の経済回復、（３）グロ

ーバル・サプライチェーンの強化の３つをテーマに、日豪双方からスピーチやパ

ネルディスカッションを行いました。次世代リーダーも、今後の日豪協力の方向

性についてプレゼンテーションをしました。採択された共同声明では、共通認識

を確認し、次回会議を来年 10月に東京で開催すると発表しました。 

 

この機会に、水素・アンモニアのサイドイベント（バーチャル朝食会）や、豪州

のインフラ事業予定（パイプライン）に関する説明会なども開催され、最新かつ

詳細な情報が共有されました。私自身もオンラインで終日参加して、この会議が

日豪ビジネス協力の求心力となっていることを実感しました。 

 

https://youtu.be/7fuMdc7avBU
https://www.au.emb-japan.go.jp/files/100242775.pdf
https://www.au.emb-japan.go.jp/files/100242775.pdf
https://www.ajbcc.asn.au/wp-content/uploads/%E5%85%B1%E5%90%8C%E5%A3%B0%E6%98%8E%EF%BC%88%E4%BB%AE%E8%A8%B3%EF%BC%89.pdf
https://youtu.be/1bywK4bzkEE
https://www.ajbcc.asn.au/2021/09/briefing-australian-infrastructure-pipeline/
https://www.ajbcc.asn.au/2021/09/briefing-australian-infrastructure-pipeline/
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西シドニー開発アップデートイベント 

（2021年 10月８日・西公園都市公社動画配信） 

 

●西シドニー開発アップデートイベント 

10 月８日には、NSW 州政府主催による西シドニー開発計画に関するアップデー

トイベントがオンラインで開催されました。エアーズ西シドニー大臣をはじめ、

西部パークランドシティ開発公社のウェスタコット会長やヒル CEO、空港開発公

社 CEO やシドニーメトロなどの関係者が勢揃いで登壇し、半日以上にわたり最

新の情報が共有されました。例えば、市場調査のため、10 億豪ドル以上の規模

となる西シドニー中心部での不動産開発・投資に関心を持つ企業の登録を求め

ています。日本企業にも特に配慮して、イベント当日は全てのセッションで日本

語の同時通訳が提供されました。今でも動画を英語で視聴できます。 

今回参加して改めて感じたことは、西シドニーで 2026年に開港予定の新空港開

発を契機に、広大な地域で更地（greenfield）からの大規模投資を継続的に行い、

世界における都市開発のベストプラクティスを導入しようという野心的な取組

が、いよいよ佳境に入るということです。来年からの調達開始に向けて、エネル

ギー、住宅、運輸、製造、小売、観光、金融、交通インフラなど幅広い分野で関

係企業が動き始めています。 

日本企業の参入を促進するためには、西シドニーに大きなビジネス機会がある

との認識の共有、早期かつ具体的な情報提供、そしてパートナーとなる豪州企業

とのマッチングが鍵と感じています。NSW州政府・豪州企業と日本企業の対話と

協力を促進するために、引き続き努力したいと思います。 

https://wpca.sydney/invest/events/2021/10/08/tomorrows-city-today/
https://wpca.sydney/invest/events/2021/10/08/tomorrows-city-today/
https://wpca.sydney/invest/market-sounding-property-development-and-investment/
https://event.publicsectornetwork.co/wpca-virtual-event/registration/Site/Register
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Japanaroo＋開催の発表（Japanaroo Facebookと Instagram） 

 

●Japanaroo＋開催の発表 

 

８月 20 日に始まった Japanaroo 2021 は、皆様のご尽力により１万人（複数カ

ウントなしのユニーク・ユーザー）がアクセスする大盛況で終わりました。10月

２日の晩には、行事開催団体の参加を得て「お疲れ様パーティー」をオンライン

で開催し、私から Japanaroo 2021の総括を報告させていただきました。50以上

の行事の中でアクセス数が多かった上位３位はいずれも観光関連で、コロナ後

の訪日旅行の増大への期待を感じさせる結果でした。 

 

そして週明けの 10月５日、今回開催を断念した対面行事の機会を設けるために、

Japanaroo＋を 12月３日から 19日まで開催することを発表しました。シドニー

王立植物園での生け花展、ブルーマウンテンズでのお茶会、NSW州立美術館での

日本美術講演会、市内各所での名古屋・福岡・沖縄料理イベント、タウンホール

でのジャパン・エキスポやコンサート、そしてチャッツウッドでの祭りジャパン

フェスティバルなど一連の日本関連行事が幅広い団体や企業により集中的に開

催予定です。日本往復航空券が当たる賞品キャンペーンも延長されました。 

 

Japanaroo＋の開催が、豪州での日本の存在感の向上と文化・経済への貢献、そ

して来年の訪日旅行の飛躍的増大につながるよう、関係者の皆様と一丸となっ

て準備を進める所存です。 

 

https://www.facebook.com/Japanaroo
https://www.instagram.com/japanaroo/
https://www.sydney.au.emb-japan.go.jp/files/100246638.pdf
https://japanaroo.com/release20211005/
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チャッツウッド祭りジャパンフェスティバル 

（2021年 12月 18日開催予定・シドニー日本クラブ Facebook） 

 

●日豪両国の再開に向けて 

 

以上のように、NSW州と日本の双方で新首相が就任し、コロナ後の経済と社会の

再開に向けての新たな取組を打ち出したことで、私たち一人一人の仕事や生活

も、今から来年に向けて大きく変わっていくことと思います。 

まずは、各種のコロナ規制を遵守して感染リスクを局限しつつ、再開に動く経済

と社会の方向性を予測して適応し、更に先取りしていくことが大事です。 

順調に進めば、日豪両国間の往来も、年末から来年前半にかけて徐々に緩和され

るでしょう。そうなれば、帰省や旅行、留学などもはるかに容易になります。今

はその時に大きく発展できるよう、あらゆる新たな動きに目を配りながら、十二

分な準備と点検を行う時期だと感じています。 

日豪両国の再開に向けて、皆様と一緒に、今やるべきことに全力で取り組みたい

と思います。引き続きよろしくお願いいたします。 

在シドニー日本国総領事 紀谷昌彦 

 

（以上） 


